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 要  旨 
 東日本大震災時，東京都内で外出中であったと推定される約 1000 万人のうち約 300 万人が帰
宅困難者となった．本震災では公的な避難所だけでは足りず，数多くの善意の避難所が設けられ
たが，その中で自分の状況（位置，時刻）に応じた避難所の情報を見つけることは困難であった．
大地震の際には混乱状態となり，避難に関する情報を迅速に取得することが難しい．今後 30 年
以内に約 87%の確率で大震災が起こるとされており，その際の帰宅困難者は約 650 万人にものぼ
ると見込まれているため，避難に関する情報提供のあり方が重要な課題となっている．  
 東日本大震災当日，電話回線が遮断された中，避難に関する情報を得るため Twitter が貴重な
情報源として利用された．この日のツイート数は約 3300 万件にのぼり，普段の約 1.8 倍に増加
した．しかし，ツイートは文字データで表現された情報であるため，単語もしくは文字列による
検索はできるが，検索キーワードが明示的に含まれていないツイートからは，情報は得られない. 
また，ユーザの状況に応じた避難の情報を得るためには，Twitter からの情報だけでなく，マッ
プ情報などと組み合わせて検索を行う必要があるが，緊急時に大量のデータの中からこれらを全
て手動で行うのは困難である．したがって，避難のための情報を計算機が自動で理解できる形で
表現し，ユーザの状況に応じた避難に関する情報をリアルタイムに提供することが求められる．
そこで本研究では，オントロジーを OWL(Web オントロジー言語)に従って避難に関する属性や同
義語，概念間の関係を明示的に定義し，避難に関する情報を N3(RDF を記述する言語）で表現す
る避難計画オントロジーを設計する．そして，避難に関する情報を迅速に抽出するため，Twitter
から避難に関する情報を教師あり学習を用いて抽出しオントロジーのインスタンスとして追加す
る．  
 本論文では，提案手法の有効性を示すため，震災当時の状況変化を再現して評価実験を行った．
その結果，提案手法によって，既存の文字列検索では得られない情報が得られ，ユーザの状況に
応じた避難に関する情報をリアルタイムで提供できることを示した．なお本研究は，回線等が全
く使えない震源地ではなく，最低限のインフラが生きている 3.11 の関東の様な状況を想定してい
る．また震災時だけでなく台風や大雪などの自然災害時にも応用できると考えられる． 
 
 
 
